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(57)【要約】
【課題】既存建物の既存地下外壁を補強するための鋼製 
の斜梁やバットレスを用いることなく、既存建物の地下 
外壁の変形を防止した上で、既存建物の既存地下外壁の 
内側に新たな山留め壁を施工することである。
【解決手段】既存建物の地上部を解体したコンクリート 
ガラを既存建物の地下空間に埋め戻して既存建物の既存 
地下外壁内部を埋め戻したコンクリートガラ上にコンク 
リートを打設することでコンクリート作業地盤を施工す 
ると共に、コンクリートが打設されていない溝を既存地 
下外壁に沿って設ける工程と、削孔装置の削孔部を溝か 
ら地中に挿入して削孔し、セメントスラリーを注入する 
と共に溝に沿って水平方向にセメントスラリーを注入す 
る部分を広げなら山留め壁を施工しつつ、削孔部の移動 
に伴い山留め壁が施工された部分における既存地下外壁 
側のコンクリート作業地盤に生じる土圧を中央側のコン 
クリート作業地盤に伝達する伝達部材を溝に装着する工 
程と、を備える。
【選択図】図９

審査請求　未請求　請求項の数　3　　ＯＬ　（全11頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 既 存 建 物 の 地 上 部 を 解 体 し た コ ン ク リ ー ト ガ ラ を 既 存 建 物 の 地 下 空 間 に 埋 め 戻 し て 前 記  
既 存 建 物 の 既 存 地 下 外 壁 内 部 を 埋 め 戻 し た コ ン ク リ ー ト ガ ラ 上 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る  
こ と で コ ン ク リ ー ト 作 業 地 盤 を 施 工 す る と 共 に 、 コ ン ク リ ー ト が 打 設 さ れ て い な い 溝 を 前  
記 既 存 地 下 外 壁 に 沿 っ て 設 け る 工 程 と 、
　 削 孔 装 置 の 削 孔 部 を 前 記 溝 か ら 地 中 に 挿 入 し て 削 孔 し 、 セ メ ン ト ス ラ リ ー を 注 入 す る と  
共 に 前 記 溝 に 沿 っ て 水 平 方 向 に セ メ ン ト ス ラ リ ー を 注 入 す る 部 分 を 広 げ な ら 山 留 め 壁 を 施  
工 し つ つ 、 前 記 削 孔 部 の 移 動 に 伴 い 山 留 め 壁 が 施 工 さ れ た 部 分 に お け る 前 記 既 存 地 下 外 壁  
側 の 前 記 コ ン ク リ ー ト 作 業 地 盤 に 生 じ る 土 圧 を 中 央 側 の 前 記 コ ン ク リ ー ト 作 業 地 盤 に 伝 達  
す る 伝 達 部 材 を 前 記 溝 に 装 着 す る 工 程 と 、
　 を 備 え る 山 留 め 工 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 山 留 め 壁 を 施 工 す る 工 程 で は 、 前 記 削 孔 部 を 前 記 地 中 に 挿 入 し て 削 孔 し 、 セ メ ン ト  
ス ラ リ ー を 注 入 す る と 共 に 前 記 地 中 に 挿 入 し た 前 記 削 孔 部 を 水 平 方 向 に 移 動 さ せ な が ら 前  
記 山 留 め 壁 を 施 工 す る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 山 留 め 工 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 溝 に つ い て は 、 型 枠 を 用 い て 施 工 さ れ る 、
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 山 留 め 工 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 山 留 め 工 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に 記 載 の 既 存 建 物 の 解 体 工 法 に は 、 既 存 建 物 の 解 体 工 法 で あ っ て 、 既 存 建 物  
の 地 上 部 分 の 解 体 時 に 、 地 下 部 分 の 既 存 外 壁 部 か ら 内 側 へ 所 定 の 間 隔 を 開 け た 位 置 に 仮 設  
土 圧 壁 を 構 築 し 、 仮 設 土 圧 壁 と 既 存 外 壁 部 と の 間 に 埋 戻 し 土 を 充 填 し て 、 土 圧 を 既 存 外 壁  
部 か ら 仮 設 土 圧 壁 に 受 け 替 え 、 既 存 建 物 の 地 下 部 分 の 解 体 時 に 、 新 築 地 下 外 壁 部 の 地 中 障  
害 物 撤 去 工 事 を 行 う こ と が 記 載 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ １ － ０ １ ７ １ ８ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 既 存 地 下 を 有 す る 既 存 建 物 を 解 体 し て 、 新 築 建 物 を 構 築 す る こ と が あ る 。 こ の よ う な 場  
合 に 、 既 存 建 物 の 地 上 部 を 解 体 し た コ ン ク リ ー ト ガ ラ で は 既 存 建 物 の 地 下 空 間 が 埋 ま り き  
ら ず 作 業 地 盤 を 既 存 建 物 の 既 存 地 下 外 壁 の 上 端 に 対 し て 例 え ば １ ０ 〔 ｍ 〕 程 度 下 げ て 新 築  
建 物 を 構 築 す る 工 事 を 開 始 す る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 作 業 地 盤 が 既 存 建 物 の 既 存 地 下 外 壁 に 囲 ま れ て い る た め 、 既 存 地 下 外 壁 を 山 留 め 壁 と し  
て 利 用 す る 必 要 が あ る 。 こ こ で 、 新 築 建 物 の 地 下 が 既 存 建 物 の 地 下 に 対 し て 深 い 場 合 や 、  
新 築 建 物 の 地 下 が 既 存 建 物 の 地 下 に 対 し て 浅 い 場 合 で も 遮 水 目 的 で 既 存 地 下 外 壁 の 内 側 に  
新 た な 山 留 め 壁 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 既 存 地 下 外 壁 の 内 側 に 新 た な 山 留 め 壁 の 強 度 が 発 現 す る ま で は 、 既 存 地 下 外 壁 を 支 持 す  
る 支 持 力 が 弱 ま る こ と で 、 既 存 地 下 外 壁 が 変 形 し て 周 辺 地 盤 に 沈 下 な ど の 悪 影 響 を 及 ぼ す  
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恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 来 、 既 存 地 下 外 壁 の 内 側 に 新 た な 山 留 め 壁 を 施 工 す る 場 合 に は 、 既 存 地 下 外 壁 の 変 形  
防 止 対 策 と し て 、 既 存 地 下 外 壁 を 補 強 す る た め の 鋼 製 の 斜 梁 や バ ッ ト レ ス を 新 た に 設 け る  
な ど の 専 用 の 補 助 部 材 を 必 要 と し て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 開 示 の 課 題 は 、 既 存 建 物 の 既 存 地 下 外 壁 を 補 強 す る た め の 鋼 製 の 斜 梁 や バ ッ ト レ ス を  
用 い る こ と な く 、 既 存 建 物 の 既 存 地 下 外 壁 の 変 形 を 防 止 し た 上 で 、 既 存 地 下 外 壁 の 内 側 に  
新 た な 山 留 め 壁 を 施 工 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 １ 態 様 に 係 る 山 留 め 工 法 は 、 既 存 建 物 の 地 上 部 を 解 体 し た コ ン ク リ ー ト ガ ラ を 既 存 建  
物 の 地 下 空 間 に 埋 め 戻 し て 前 記 既 存 建 物 の 既 存 地 下 外 壁 内 部 を 埋 め 戻 し た コ ン ク リ ー ト ガ  
ラ 上 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と で コ ン ク リ ー ト 作 業 地 盤 を 施 工 す る と 共 に 、 コ ン ク リ  
ー ト が 打 設 さ れ て い な い 溝 を 前 記 既 存 地 下 外 壁 に 沿 っ て 設 け る 工 程 と 、 削 孔 装 置 の 削 孔 部  
を 前 記 溝 か ら 地 中 に 挿 入 し て 削 孔 し 、 セ メ ン ト ス ラ リ ー を 注 入 す る と 共 に 前 記 溝 に 沿 っ て  
水 平 方 向 に セ メ ン ト ス ラ リ ー を 注 入 す る 部 分 を 広 げ な ら 山 留 め 壁 を 施 工 し つ つ 、 前 記 削 孔  
部 の 移 動 に 伴 い 山 留 め 壁 が 施 工 さ れ た 部 分 に お け る 前 記 既 存 地 下 外 壁 側 の 前 記 コ ン ク リ ー  
ト 作 業 地 盤 に 生 じ る 土 圧 を 中 央 側 の 前 記 コ ン ク リ ー ト 作 業 地 盤 に 伝 達 す る 伝 達 部 材 を 前 記  
溝 に 装 着 す る 工 程 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 態 様 に よ れ ば 、 削 孔 装 置 の 削 孔 部 を 溝 か ら 地 中 に 挿 入 し て 削 孔 し 、 セ メ ン ト ス ラ リ  
ー を 注 入 す る と 共 に 水 平 方 向 に 溝 に 沿 っ て セ メ ン ト ス ラ リ ー を 注 入 す る 部 分 を 広 げ な ら 山  
留 め 壁 を 施 工 す る 。 こ の と き に 、 削 孔 部 の 移 動 に 伴 い 山 留 め 壁 が 施 工 さ れ た 部 分 に お け る  
既 存 地 下 外 壁 側 の コ ン ク リ ー ト 作 業 地 盤 に 生 じ る 土 圧 を 中 央 側 の コ ン ク リ ー ト 作 業 地 盤 に  
伝 達 す る 伝 達 部 材 を 溝 に 装 着 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 つ ま り 、 山 留 め 壁 を 施 工 し た 直 後 の 部 分 に つ い て は 、 土 と セ メ ン ト ス ラ リ ー と が 撹 拌 さ  
れ て 生 じ た ソ イ ル セ メ ン ト の 強 度 が 発 現 し て い な い た め 、 既 存 地 下 外 壁 か ら 既 存 地 下 外 壁  
側 の コ ン ク リ ー ト 作 業 地 盤 に 作 用 す る 土 圧 が 中 央 側 の コ ン ク リ ー ト 作 業 地 盤 に 伝 達 す る こ  
と が で き ず 、 既 存 地 下 外 壁 が 変 形 し て し ま う こ と が 考 え ら れ る 。 し か し 、 伝 達 部 材 を 用 い  
る こ と で 、 既 存 地 下 外 壁 か ら 既 存 地 下 外 壁 側 の コ ン ク リ ー ト 作 業 地 盤 に 作 用 す る 土 圧 を 、  
伝 達 部 材 を 介 し て 中 央 側 の コ ン ク リ ー ト 作 業 地 盤 に 伝 達 す る こ と で 、 既 存 地 下 外 壁 の 変 形  
が 防 止 さ れ る 。 換 言 す れ ば 、 既 存 地 下 外 壁 の 変 形 が 防 止 さ れ た 上 で 、 山 留 め 壁 が 施 工 さ れ  
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う に 、 既 存 建 物 の 既 存 地 下 外 壁 を 補 強 す る た め の 鋼 製 の 斜 梁 や バ ッ ト レ ス を 用 い  
る こ と な く 、 既 存 建 物 の 既 存 地 下 外 壁 の 変 形 を 防 止 し た 上 で 、 既 存 建 物 の 既 存 地 下 外 壁 の  
内 側 に 新 た な 山 留 め 壁 を 施 工 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ２ 態 様 に 係 る 山 留 め 工 法 は 、 第 １ 態 様 に 記 載 の 山 留 め 工 法 に お い て 、 前 記 山 留 め 壁 を  
施 工 す る 工 程 で は 、 前 記 削 孔 部 を 前 記 地 中 に 挿 入 し て 削 孔 し 、 セ メ ン ト ス ラ リ ー を 注 入 す  
る と 共 に 前 記 地 中 に 挿 入 し た 前 記 削 孔 部 を 水 平 方 向 に 移 動 さ せ な が ら 前 記 山 留 め 壁 を 施 工  
す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 態 様 に よ れ ば 、 削 孔 部 を 地 中 に 挿 入 し て 削 孔 し 、 セ メ ン ト ス ラ リ ー を 注 入 す る と 共  
に 地 中 に 挿 入 し た 削 孔 部 を 水 平 方 向 に 移 動 さ せ な が ら 山 留 め 壁 を 施 工 す る 。 こ の た め 、 オ  
ー ガ ー ス ク リ ュ ウ に よ っ て 複 数 の ソ イ ル セ メ ン ト 柱 を １ 個 ず つ 形 成 す る こ と で 山 留 め 壁 を  
施 工 す る 場 合 と 比 し て 、 施 工 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 第 ３ 態 様 に 係 る 山 留 め 工 法 は 、 第 １ 又 は ２ 態 様 に 記 載 の 山 留 め 工 法 に お い て 、 前 記 溝 に  
つ い て は 、 型 枠 を 用 い て 施 工 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 態 様 に よ れ ば 、 型 枠 を 用 い て 施 工 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 カ ッ タ ー を 用 い て 打 設 さ れ  
た コ ン ク リ ー ト の 一 部 を 取 り 除 く こ と で 溝 を 施 工 す る 場 合 と 比 し て 、 施 工 時 間 を 短 縮 す る  
こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 開 示 に よ れ ば 、 既 存 建 物 の 既 存 地 下 外 壁 を 補 強 す る た め の 鋼 製 の 斜 梁 や バ ッ ト レ ス を  
用 い る こ と な く 、 既 存 建 物 の 既 存 地 下 外 壁 の 変 形 を 防 止 し た 上 で 、 既 存 建 物 の 既 存 地 下 外  
壁 の 内 側 に 新 た な 山 留 め 壁 を 施 工 す る こ と で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 開 示 の 実 施 形 態 に 係 る 山 留 め 工 法 に よ っ て 施 工 さ れ る 山 留 め 壁 が 解 体 後 に 施 工  
さ れ る 既 存 建 物 を 示 し た 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 開 示 の 実 施 形 態 に 係 る 山 留 め 工 法 に よ っ て 施 工 さ れ る 山 留 め 壁 が 解 体 後 に 施 工  
さ れ る 既 存 建 物 の 解 体 状 態 を 示 し た 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ Ａ ） （ Ｂ ） 本 開 示 の 実 施 形 態 に 係 る 山 留 め 工 法 の 一 工 程 で あ っ て 、 作 業 地 盤 を  
施 工 す る 工 程 を 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 開 示 の 実 施 形 態 に 係 る 山 留 め 工 法 に お い て 施 工 さ れ た 溝 を 示 し た 平 面 図 で あ る  
。
【 図 ５ 】 本 開 示 の 実 施 形 態 に 係 る 山 留 め 工 法 に お い て 施 工 さ れ た 溝 を 示 し た 斜 視 図 で あ る  
。
【 図 ６ 】 本 開 示 の 実 施 形 態 に 係 る 山 留 め 工 法 に お い て 用 い ら れ る Ｔ Ｒ Ｄ 工 法 で 使 用 す る 連  
続 溝 掘 削 機 等 を 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 開 示 の 実 施 形 態 に 係 る 山 留 め 工 法 に お い て 用 い ら れ る Ｔ Ｒ Ｄ 工 法 で 使 用 す る 連  
続 溝 掘 削 機 等 を 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 開 示 の 実 施 形 態 に 係 る 山 留 め 工 法 に お い て 施 工 さ れ た 溝 に ジ ャ ッ キ が 掛 け 渡 さ  
れ た 状 態 を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 （ Ａ ） （ Ｂ ） 本 開 示 の 実 施 形 態 に 係 る 山 留 め 工 法 に よ っ て 施 工 さ れ る 山 留 め 壁 の  
施 工 状 態 を 示 し た 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 （ Ａ ） （ Ｂ ） 本 開 示 の 実 施 形 態 に 係 る 山 留 め 工 法 に よ っ て 施 工 さ れ る 山 留 め 壁  
の 施 工 状 態 を 示 し た 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 開 示 の 実 施 形 態 に 係 る 山 留 め 工 法 に よ っ て 施 工 さ れ た 山 留 め 壁 を 示 し た 断 面  
図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 開 示 の 実 施 形 態 に 係 る 山 留 め 工 法 の 一 例 に つ い て 、 図 １ ～ 図 １ １ を 用 い て 説 明 す る 。  
具 体 的 に は 、 既 存 の 建 物 （ 以 下 「 既 存 建 物 」 ） を 解 体 し 、 解 体 し た 跡 地 に 新 築 建 物 を 構 築  
す る た め の 山 留 め 壁 を 施 工 す る 方 法 で あ る 。 な お 、 各 図 に 示 す 矢 印 Ｈ は 、 構 造 物 の 上 下 方  
向 で あ っ て 鉛 直 方 向 を 示 し 、 各 図 に 示 す 矢 印 Ｗ は 、 構 造 物 の 幅 方 向 で あ っ て 、 水 平 方 向 を  
示 し 、 各 図 に 示 す 矢 印 Ｄ は 、 構 造 物 の 奥 行 方 向 で あ っ て 、 矢 印 Ｗ と 直 交 す る 水 平 方 向 を 示  
す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ 既 存 建 物 １ ０ ）
　 解 体 さ れ る 既 存 建 物 １ ０ は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 地 下 階 を 有 す る 建 物 で あ っ て 、 例  
え ば 、 鉄 骨 造 （ Ｓ 造 ） に よ っ て 構 築 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 既 存 建 物 １ ０ の 地 下 に は 、  
地 下 空 間 １ ２ を 取 り 囲 む 既 存 地 下 外 壁 １ ４ と 、 既 存 床 ス ラ ブ １ ８ と 、 複 数 の 既 存 柱 ２ ６ 等  
と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 （ 既 存 建 物 １ ０ の 解 体 工 程 ）
　 既 存 建 物 １ ０ の 解 体 工 程 で は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 既 存 建 物 １ ０ の 地 上 部 分 を 解 体  
し 、 解 体 に よ っ て 生 じ た コ ン ク リ ー ト ガ ラ Ｇ Ａ を 地 下 空 間 １ ２ に 埋 め 戻 す 。 な お 、 コ ン ク  
リ ー ト ガ ラ Ｇ Ａ と は 、 解 体 工 程 の 際 に 排 出 さ れ る コ ン ク リ ー ト の が れ き の こ と で あ る 。 換  
言 す れ ば 、 コ ン ク リ ー ト ガ ラ Ｇ Ａ と は 、 コ ン ク リ ー ト の 破 片 の こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 既 存 建 物 １ ０ の 地 上 部 を 解 体 し た コ ン ク リ ー ト ガ ラ Ｇ Ａ で は 既 存 建 物  
１ ０ の 地 下 空 間 １ ２ が 埋 ま り き ら ず 、 埋 め 戻 さ れ た コ ン ク リ ー ト ガ ラ Ｇ Ａ の 上 面 は 、 既 存  
地 下 外 壁 １ ４ の 上 端 に 対 し て 下 方 で 、 既 存 地 下 外 壁 １ ４ に 囲 ま れ て し ま う 。 ま た 、 コ ン ク  
リ ー ト ガ ラ Ｇ Ａ が 埋 め 戻 さ れ た 部 分 に は 、 既 存 柱 ２ ６ が 残 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 （ コ ン ク リ ー ト 作 業 地 盤 ２ ８ を 施 工 す る 工 程 ）
　 コ ン ク リ ー ト 作 業 地 盤 ２ ８ を 施 工 す る 工 程 で は 、 図 ３ （ Ａ ） （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、  
地 下 空 間 １ ２ に 埋 め 戻 さ れ た コ ン ク リ ー ト ガ ラ Ｇ Ａ の 上 面 に 捨 て コ ン ク リ ー ト （ 所 謂 「 捨  
て コ ン 」 ） を 打 設 す る こ と で 、 既 存 地 下 外 壁 １ ４ に 囲 ま れ た コ ン ク リ ー ト 作 業 地 盤 ２ ８ を  
施 工 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ こ で 、 コ ン ク リ ー ト 作 業 地 盤 ２ ８ に は 、 捨 て コ ン が 打 設 さ れ て い な い 溝 ３ ０ が 、 既 存  
地 下 外 壁 １ ４ に 沿 っ て 設 け ら れ て い る 。 具 体 的 に は 、 こ の 溝 ３ ０ は 、 コ ン ク リ ー ト ガ ラ Ｇ  
Ａ の 上 面 に 捨 て コ ン を 打 設 す る と き に 、 型 枠 を 用 い る こ と で 施 工 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 溝 ３ ０ と は 、 ス リ ッ ト で あ っ て 、 溝 ３ ０ に よ っ て 、 コ ン ク リ ー ト 作 業 地 盤 ２ ８ は 、 既 存  
地 下 外 壁 １ ４ 側 の 壁 側 作 業 地 盤 ２ ８ ａ と 、 既 存 地 下 外 壁 １ ４ か ら 離 れ た 既 存 建 物 １ ０ の 中  
央 側 の 中 央 側 作 業 地 盤 ２ ８ ｂ と に 分 離 さ れ て い る 。 こ の た め 、 図 ４ 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う  
に 、 上 方 か ら 見 て 、 溝 ３ ０ を 通 し て コ ン ク リ ー ト ガ ラ Ｇ Ａ が 見 え て い る 。 壁 側 作 業 地 盤 ２  
８ ａ は 、 既 存 地 下 外 壁 １ ４ 側 の コ ン ク リ ー ト 作 業 地 盤 ２ ８ の 一 例 で あ っ て 、 中 央 側 作 業 地  
盤 ２ ８ ｂ は 、 中 央 側 の コ ン ク リ ー ト 作 業 地 盤 ２ ８ の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 （ 山 留 め 壁 ４ ０ を 施 工 し つ つ 溝 ３ ０ に ジ ャ ッ キ ３ ４ を 装 着 す る 工 程 ）
　 山 留 め 壁 ４ ０ を 施 工 し つ つ 溝 ３ ０ に ジ ャ ッ キ ３ ４ を 装 着 す る 工 程 で 、 山 留 め 壁 ４ ０ を 施  
工 す る た め に 、 ソ イ ル セ メ ン ト 地 中 連 続 壁 工 法 （ 所 謂 「 Ｔ Ｒ Ｄ 工 法 」 ） が 用 い ら れ る 。 ソ  
イ ル セ メ ン ト 地 中 連 続 壁 工 法 で は 、 図 ６ 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 地 上 を 走 行 す る た め の  
ク ロ ー ラ ８ ２ を 備 え た 連 続 溝 掘 削 機 ８ ０ を 用 い る 。 こ の 連 続 溝 掘 削 機 ８ ０ は 、 鉛 直 方 向 に  
延 び る カ ッ タ ー ポ ス ト ８ ６ と 、 カ ッ タ ー ポ ス ト ８ ６ の 外 周 を ガ イ ド と し て 周 回 す る チ ェ ー  
ン カ ッ タ ー ８ ８ と を 備 え て い る 。 連 続 溝 掘 削 機 ８ ０ は 、 削 孔 装 置 の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 構 成 に お い て 、 地 中 で チ ェ ー ン カ ッ タ ー ８ ８ を 周 回 さ せ つ つ カ ッ タ ー ポ ス ト ８ ６ を  
水 平 方 向 に 移 動 さ せ 、 か つ 、 カ ッ タ ー ポ ス ト ８ ６ の 先 端 部 か ら セ メ ン ト ス ラ リ ー を 吐 出 す  
る 。 そ し て 、 移 動 方 向 に 掘 削 し つ つ 吐 出 し た セ メ ン ト ス ラ リ ー と 原 位 置 土 と ミ キ シ ン グ し  
て ソ イ ル セ メ ン ト の 山 留 め 壁 ４ ０ を 施 工 す る 。 こ の よ う に 、 カ ッ タ ー ポ ス ト ８ ６ と チ ェ ー  
ン カ ッ タ ー ８ ８ と で 、 地 中 を 削 孔 す る 削 孔 部 ８ ４ を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 山 留 め 壁 ４ ０ を 施 工 し つ つ 溝 ３ ０ に ジ ャ ッ キ ３ ４ を 装 着 す る 工 程 で 用 い ら れ る ジ  
ャ ッ キ ３ ４ は 、 図 ８ に 示 さ れ る よ う に 、 壁 側 作 業 地 盤 ２ ８ ａ と 中 央 側 作 業 地 盤 ２ ８ ｂ と に  
掛 け 渡 さ れ て お り 、 壁 側 作 業 地 盤 ２ ８ ａ が 既 存 地 下 外 壁 １ ４ か ら 受 け た 荷 重 を 中 央 側 作 業  
地 盤 ２ ８ ｂ へ 伝 達 す る 。 ジ ャ ッ キ ３ ４ は 、 伝 達 部 材 の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 図 ９ （ Ａ ） （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 溝 ３ ０ に お い て 奥 行 方 向 の 奥 側  
の 部 分 か ら 手 前 側 の 部 分 に 、 連 続 溝 掘 削 機 ８ ０ を 移 動 さ せ て 山 留 め 壁 ４ ０ を 施 工 し 始 め る  
。 こ こ で 、 図 ９ （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 山 留 め 壁 ４ ０ を 施 工 し た 直 後 の 部 分 に つ い て は  
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、 こ の 部 分 を 挟 ん で 壁 側 作 業 地 盤 ２ ８ ａ と 中 央 側 作 業 地 盤 ２ ８ ｂ と に ジ ャ ッ キ ３ ４ を 掛 け  
渡 す 。 つ ま り 、 山 留 め 壁 ４ ０ を 施 工 し た 直 後 の 部 分 に つ い て は 、 ソ イ ル セ メ ン ト の 強 度 が  
発 現 し て い な い た め 、 既 存 地 下 外 壁 １ ４ か ら 壁 側 作 業 地 盤 ２ ８ ａ に 作 用 す る 土 圧 が 中 央 側  
作 業 地 盤 ２ ８ ｂ に 伝 達 す る こ と が で き ず 、 既 存 地 下 外 壁 １ ４ が 変 形 し て し ま う こ と が 考 え  
ら れ る 。 し か し 、 ジ ャ ッ キ ３ ４ を 用 い る こ と で 、 既 存 地 下 外 壁 １ ４ か ら 壁 側 作 業 地 盤 ２ ８  
ａ に 作 用 す る 土 圧 を 、 ジ ャ ッ キ ３ ４ を 介 し て 中 央 側 作 業 地 盤 ２ ８ ｂ に 伝 達 し 、 既 存 地 下 外  
壁 １ ４ の 変 形 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ ら に 、 図 １ ０ （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 連 続 溝 掘 削 機 ８ ０ を さ ら に 移 動 さ せ て 山 留 め  
壁 ４ ０ を 施 工 し 続 け る 。 そ し て 、 山 留 め 壁 ４ ０ を 施 工 し た 直 後 の 部 分 に つ い て は 、 こ の 部  
分 を 挟 ん で 壁 側 作 業 地 盤 ２ ８ ａ と 中 央 側 作 業 地 盤 ２ ８ ｂ と に ジ ャ ッ キ ３ ４ を 掛 け 渡 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 図 １ ０ （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 連 続 溝 掘 削 機 ８ ０ を さ ら に 移 動 さ せ て 山 留 め 壁  
４ ０ を 施 工 し 続 け る 。 そ し て 、 山 留 め 壁 ４ ０ を 施 工 し た 直 後 の 部 分 に つ い て は 、 こ の 部 分  
を 挟 ん で 壁 側 作 業 地 盤 ２ ８ ａ と 中 央 側 作 業 地 盤 ２ ８ ｂ と に ジ ャ ッ キ ３ ４ を 掛 け 渡 す 。 さ ら  
に 、 ソ イ ル セ メ ン ト の 強 度 が 発 現 し た 部 分 の 山 留 め 壁 ４ ０ の 部 分 に つ い て は 、 ジ ャ ッ キ ３  
４ を 取 り 外 す （ 図 中 二 点 鎖 線 参 照 ） 。 こ の 取 り 外 さ れ た ジ ャ ッ キ ３ ４ は 、 山 留 め 壁 ４ ０ を  
施 工 し た 直 後 の 部 分 に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に し て 、 ジ ャ ッ キ ３ ４ の 装 着 及 び 離 脱 を 繰 り 返 し て 山 留 め 壁 ４ ０ 全 体 が 施 工 さ  
れ る （ 図 １ １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 （ ま と め ）
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 の 山 留 め 工 法 に お い て は 、 削 孔 部 ８ ４ の 移 動 に 伴 い セ  
メ ン ト ス ラ リ ー を 注 入 す る 部 分 を 奥 行 方 向 の 奥 側 か ら 手 前 側 に 広 げ な ら 山 留 め 壁 ４ ０ を 施  
工 す る 。 そ し て 、 削 孔 部 ８ ４ の 移 動 に 伴 い 山 留 め 壁 ４ ０ を 施 工 し た 直 後 の 部 分 に つ い て は  
、 こ の 部 分 を 挟 ん で 壁 側 作 業 地 盤 ２ ８ ａ と 中 央 側 作 業 地 盤 ２ ８ ｂ と に ジ ャ ッ キ ３ ４ を 掛 け  
渡 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ジ ャ ッ キ ３ ４ を 用 い る こ と で 、 既 存 地 下 外 壁 １ ４ か ら 壁 側 作 業 地 盤 ２ ８ ａ に 作 用 す る 土  
圧 を 、 ジ ャ ッ キ ３ ４ を 介 し て 中 央 側 作 業 地 盤 ２ ８ ｂ に 伝 達 す る こ と で 、 既 存 地 下 外 壁 １ ４  
の 変 形 が 防 止 さ れ る 。 こ の よ う に し て 、 既 存 建 物 １ ０ の 既 存 地 下 外 壁 １ ４ を 補 強 す る た め  
の 鋼 製 の 斜 梁 や バ ッ ト レ ス を 用 い る こ と な く 、 既 存 建 物 １ ０ の 既 存 地 下 外 壁 １ ４ の 変 形 を  
防 止 し た 上 で 、 既 存 建 物 １ ０ の 既 存 地 下 外 壁 １ ４ の 内 側 に 新 た な 山 留 め 壁 ４ ０ を 施 工 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 山 留 め 工 法 に お い て は 、 削 孔 部 ８ ４ を 地 中 に 挿 入 し て 削 孔 し 、 セ メ  
ン ト ス ラ リ ー を 注 入 す る と 共 に 地 中 に 挿 入 し た 削 孔 部 ８ ４ を 水 平 方 向 に 移 動 さ せ な が ら 土  
と セ メ ン ト ス ラ リ ー と が 撹 拌 さ れ て 生 じ た 山 留 め 壁 ４ ０ を 施 工 す る 。 つ ま り 、 ソ イ ル セ メ  
ン ト 地 中 連 続 壁 工 法 （ 所 謂 「 Ｔ Ｒ Ｄ 工 法 」 ） を 用 い て 山 留 め 壁 ４ ０ が 施 工 さ れ る 。 こ の た  
め 、 オ ー ガ ー ス ク リ ュ ウ に よ っ て 複 数 の ソ イ ル セ メ ン ト 柱 を １ 個 ず つ 形 成 す る こ と で 山 留  
め 壁 を 施 工 す る 場 合 （ 例 え ば 、 Ｓ Ｗ Ｍ 工 法 を 用 い た 場 合 ） と 比 し て 、 施 工 時 間 を 短 縮 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 山 留 め 工 法 に お い て は 、 溝 ３ ０ に つ い て は 、 型 枠 を 用 い て 施 工 さ れ  
る 。 こ の た め 、 カ ッ タ ー を 用 い て 打 設 さ れ た 捨 て コ ン の 一 部 を 取 り 除 く こ と で 溝 を 形 成 す  
る 場 合 と 比 し て 、 施 工 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 本 開 示 を 特 定 の 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 し た が 、 本 開 示 は 係 る 実 施 形 態 に 限  
定 さ れ る も の で は な く 、 本 開 示 の 範 囲 内 に て 他 の 種 々 の 実 施 形 態 を と る こ と が 可 能 で あ る  
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こ と は 当 業 者 に と っ て 明 ら か で あ る 。 特 許 請 求 の 範 囲 、 明 細 書 お よ び 図 面 の 記 載 か ら 当 業  
者 が 認 識 す る こ と が で き る 技 術 的 思 想 に 反 し な い 限 り 、 変 更 、 削 除 、 付 加 、 及 び 各 実 施 形  
態 の 組 み 合 わ せ が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 解 体 さ れ る 既 存 建 物 １ ０ は 、 鉄 骨 造 （ Ｓ 造 ） で あ っ た が 、 鉄  
筋 コ ン ク リ ー ト 造 （ Ｒ Ｃ 造 ） 、 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 （ Ｓ Ｒ Ｃ 造 ） 等 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 特 に 説 明 し な か っ た が 、 新 築 の 作 業 地 盤 が 、 既 存 地 下 外 壁 の 上  
端 よ り も 低 く な く て も よ く 、 新 築 建 物 の 地 下 が 既 存 建 物 の 地 下 に 対 し て 浅 い 場 合 で も 遮 水  
目 的 で 既 存 地 下 外 壁 の 内 側 に 新 た な 山 留 め 壁 が 必 要 と な る 場 合 に 、 前 述 し た 山 留 め 工 法 を  
用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 山 留 め 壁 ４ ０ を 施 工 し た 部 分 に ジ ャ ッ キ ３ ４ を 取 り 付 け た が  
、 こ れ か ら 山 留 め 壁 ４ ０ が 施 工 さ れ る 部 分 に ジ ャ ッ キ ３ ４ を 取 り 付 け て も よ い 。 こ れ に よ  
り 、 壁 側 作 業 地 盤 ２ ８ ａ か ら 中 央 側 作 業 地 盤 ２ ８ ｂ へ 確 実 に 荷 重 が 伝 達 さ れ る 。       
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 特 に 説 明 し な か っ た が 、 壁 側 作 業 地 盤 ２ ８ ａ か ら 中 央 側 作 業 地  
盤 ２ ８ ｂ へ 伝 達 さ れ た 荷 重 を さ ら に 既 存 柱 ２ ６ に 伝 達 し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 既 存 地 下  
外 壁 １ ４ の 変 形 が 効 果 的 に 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 特 に 説 明 し な か っ た が 、 山 留 め 壁 に Ｈ 鋼 等 を 挿 入 し て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
１ ０    既 存 建 物
１ ２    地 下 空 間
１ ４    既 存 地 下 外 壁
２ ８    コ ン ク リ ー ト 作 業 地 盤
２ ８ ａ  壁 側 作 業 地 盤 （ 既 存 地 下 外 壁 側 の コ ン ク リ ー ト 作 業 地 盤 の 一 例 ）
２ ８ ｂ  中 央 側 作 業 地 盤 （ 中 央 側 の コ ン ク リ ー ト 作 業 地 盤 の 一 例 ）
３ ０    溝
３ ４    ジ ャ ッ キ （ 伝 達 部 材 の 一 例 ）
８ ０    連 続 溝 掘 削 機 （ 削 孔 装 置 の 一 例 ）
８ ４    削 孔 部
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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